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子どもの伽力向上支援プラン

’ １フラン策定の背景
ｋ ノ

1．子どもを取りまく環境の変化

「運動時間」「運動空間」「ともに運動する仲間」の減少,体力の低下,生活習慣の乱れ

2.徳島県の児童生徒の体力・運動能力等の現状

ほとんどの体力テスト項目が全国平均を下回る
運動を「よくする子」と「しない子」の二極化傾向が強い
朝食を「毎日食べる」児童生徒が全国平均より少ない
徒歩で通学する児童生徒が全国平均より少ない
肥満傾向児の出現率が高い

’ ’子どもの伽力・運動齪力向と対策善昌会

〆 ､

重点課題

○学校体育の充実

○運動機会を増やすだめの環境づくり

○望ましい生活習慣・運動習慣の啓発
、 ノ

学鮫伽盲の充実

県章生徒の実態把握 体力つくりの情報提供
と教職員の研修の充実

体育･保健体育科授業
の充実 運動部活動の充実

種関係団体との連携

望ましい牛活習椙・
震動習椙の啓発

／運動隣会を増やすだめのへ

環境づくり

|幼児期の運動｜｜学童期の運動’ 保護者への啓発活動
食言の推進

運動部に所属していない
中学生・高校生の運動

徳島県教育委員会
市町村教育委員会

こ 地域のスポーツクラブなどとの連携 県民への啓発

、
・
邑
一
』

〃
Ｌ

伽力つくり運動プログラムの作成・普及・実践

鰯’ 中学校用プロ小学校用プログラム



はじめに

「健康・体力』は，活動の源であり物事に取組む意欲や気力といった精神面の充実

にも大きく関わっており，「確かな学力」『豊かな人間性」とともに「生きる力」

を育成する上で重要な要素です。子どもの体力の低位な状況が国民的課題となる中，

平成２０年度から，文部科学省による「全国体力・運動能力，運動習慣等調査」が

実施され，本県の小・中学生の体力的な弱さとともに連動習慣・生活習慣等に課題

があることが明らかになりました。

この調査結果を受けて，徳島県教育委員会では，本県の子どもたちの体力向上を

図ろための施策の再構築が必要であると考え，平成２１年度に「子どもの体力・運

動能力向上対策委員会」を立ち上げました。本委員会では，徳島県の子どもたちの

体力調査結果を分析するとともに，課題・対策を検討し，「子どもの体力向上支援

プラン」を策定いたしました。

本年度，対策委員会では，前年度に作成した「小学校・中学校体力つくり運動プロ

グラム」の学校現場での普及を進めるとともに，「子どもの体力向上支援プラン」

を実現するための方策について審議を重ねてまいりました。その結果，「学校体育

の充実」「運動習慣の確立」「望ましい生活習慣の育成」を学校における体力向上

のための重点目標とすることとし，これらの目標を達成するために，学校における

具体的行動や教育委員会の支援を「子どもの体力向上アクションプラン」として示

すことにいたしました。

各学校におかれましては，本プランをもとに現在の取組みを再検討し，地域や学校

の特性を生かしながら，子どもたちが自ら楽しみながら体育活動に親しむことがで

きるように，各学校独自の「体力向上計画」を作成していただくとともに，家庭・

地域社会・スポーツ関連諸機関等との連携を図り，運動好きで基本的な身体能力を

備えた児童生徒の育成のための取組みを推進していただくようお願いいたします。

最後になりましたが，本プランの作成にご尽力いただきました対策委員会の委員

の皆様方に厚くお礼申し上げます。

平成２３年２月

徳島県教育委員会体育健康課

課長佐野義行
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１学校体育の充実
■■■

学校におけるアクション
①児童生徒の実態を把握し課題を明確にした上で「体力向上計画」を作成し

実行します。

②体育・保健体育科授業の充実を図叺運動の量と質を確保した授業を行いま

す。

③体力向上に向けた研修会への参加や校内研修の実施により．教員の指導力の

向上を図ります。

④中学校において「部活動実施計画」と「部活動運営マニュアル」を作成し

生徒の実態に応じて運動能力を伸ばします。

県教育委員会のサポート
①児童生徒の実態把握と計画作成

,「新体カテスト」を継続的に実施し，集計と分析を行います。

｡各校の「体力向上計画」の作成において，情報提供や指導を行うとともに

計画の実施にあたり大学教員等の指導者を派遣します。

②体育･保健体育科授業の充実

,児童生徒に対してテクニカルサポートを行う専門の指導員を派遣します。

｢小学校。中学校体力つくり運動プログラム１の活用を促進し効果的な運

動内容や運動方法を提供します。

③教員の指導力の向上

･学習指導要領の趣旨の徹底や体力つくりに向けた共通理解を図るための研修

会を実施します。

･専門的な知識・技能を持つ外部講師による体育実技講習会を実施します。

,体育指導に苦手意識を持つ教員が、日々の指導に使える体育・健康に関する

資料集を作成します。

④運動部活動の充実

各校の「部活動実施計画」「部活動運営マニュアル」の作成において，情報

提供や指導を行います。

,学校の要請に応じて専門的な指導を行う外部講師を派遣します。

･運動部活動への参加を奨励すると共に．小規模枝の部活動を活'性化するため

に．総合運動部や合同運動部の取組みを推進します。

到達目 士亜
Iナ」、

①すべての公立小中学校で，実態把握をもとにした体力向上の取組みが実施される。

②指導資料や運動プログラムを活用した授業が展開され，内容が充実する。

③研修内容の共有により自信を持って授業に臨む教員が増え，内容が充実する。

④生徒の実態に応じた安全で適切な部活動指導が行われ，運動技能が伸長する。

フ

学校におけるアクション
①児童生徒の実態を把握し’課題を明確にした上で「体力向上計画」を作成し，
実行します。

②体育・保健体育科授業の充実を図り，運動の量と質を確保した授業を行いま
す。

③体力向上に向けた研修会への参加や校内研修の実施により，教員の指導力の
向上を図ります。

④中学校において「部活動実施計画」と「部活動運営マニュアル」を作成し，

生徒の実態に応じて運動能力を伸ばします。

県教育委員会のサポート
①児童生徒の実態把握と計画作成

.「新体カテスト」を継続的に実施し，集計と分析を行います。

｡各校の「体力向上計画」の作成において，情報提供や指導を行うとともに，

計画の実施にあたり大学教員等の指導者を派遣します。

②体育･保健体育科授業の充実

･児童生徒に対してテクニカルサポートを行う専門の指導員を派遣します。

.「小学校。中学校体力つくり運動プログラム」の活用を促進し，効果的な運

動内容や運動方法を提供します。

③教員の指導力の向上

・学習指導要領の趣旨の徹底や体力つくりに向けた共通理解を図るための研修

会を実施します。

・専門的な知識・技能を持つ外部講師による体育実技講習会を実施します。

・体育指導に苦手意識を持つ教員が，日々の指導に使える体育・健康に関する

資料集を作成します。

④運動部活動の充実

・各校の「部活動実施計画」「部活動運営マニュアル」の作成において，情報

提供や指導を行います。

・学校の要請に応じて専門的な指導を行う外部講師を派遣します。

・運動部活動への参加を奨励すると共に，小規模枝の部活動を活'性化するため

に，総合運動部や合同運動部の取組みを推進します。

至１ 達目標
①すべての公立小中学校で，実態把握をもとにした体力向上の取組みが実施される。

②指導資料や運動プログラムを活用した授業が展開され，内容が充実する。

③研修内容の共有により自信を持って授業に臨む教員が増え，内容が充実する。

④生徒の実態に応じた安全で適切な部活動指導が行われ，運動技能が伸長する。
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２運動習慣の確立

｜｜童璽
し

学校におけるアクション
①児童生徒の実態を把握し，課題を明確にした上で運動習慣の確立に向けた取

組みを行います｡

②学校の実態に応じて児童生徒の徒歩通学を奨励します。

③運動の楽しさを体験できるような運動･スポーツ行事に，児童生徒の積極的

な参加を促します。

④放課後や休日に運動・スポーツに親しむ児童生徒を育成します。

県教育委員会のサポート

①②児童生徒の実態把握と運動習慣の確立

｡児童生徒の「運動習慣」について調査を継続的に実施し，集計と分析を行い

ます。

･運動習'慣の確立に向けた取組みを実施します。

｢体力アップ100日作戦!」（小学1～4年)，

｢プラス1000歩運動」（小学5.6年，歩数計を活用した－日の運動量増加)，
＋一手Ｕ・【『

｢３０．３チャレンジ」（中1～3年：３０分程度の運動を週3回行う）

.「キッズ＆ジュニアわんぱくランキング」（ＩＣＴを活用し，手軽にできる運

動の記録の登録・ランキング判定ができるシステムを活用した運動習'慣確立

の取組み）を実施します。

･体力向上の取組みや成果が顕著な個人・学校を顕彰します。

③④運動機会の提供

･総合型地域スポーツクラブや学童保育などの関係機関・団体と連携し放課

後や休日に運動できる機会を提供します。

｡放課後や休日に行われる運動・スポーツの情報を提供し,参加を促進します。

･昔あそびやニュースポーツなどの手軽にできる運動が体験できるイベントを

実施し，運動に親しむ機会を提供します。

到達目標
①すべての公立小中学校で，実態把握をもとにした運動習慣形成への取組みが実

施される。

②徒歩通学者（部分的に徒歩通学で徒歩距離が伸長した者を含む）が増える。

③④放課後や休日に，運動を実施したり，運動・スポーツ行事に参加した児童生

徒が増える。

ｑ
】

－－ニーェーー学校におけるアクション二一-二二－
①児童生徒の実態を把握し，課題を明確にした上で運動習慣の確立に向けた取

組みを行います。

②学校の実態に応じて児童生徒の徒歩通学を奨励します。

③運動の楽しさを体験できるような運動･スポーツ行事'二児童生徒の積極的

な参加を促します。

④放課後や休日に運動・スポーツに親しむ児童生徒を育成します。

県教育委員会のサポート

①②児童生徒の実態把握と運動習慣の確立

｡児童生徒の「運動習慣」について調査を継続的に実施し，集計と分析を行い

ます゜

･運動習慣の確立に向けた取組みを実施します。

｢体力アップ100日作戦!」（小学1～4年),

｢プラス1000歩運動」（小学5.6年，歩数計を活用した－日の運動量増加)，
ｆ‐子Ｊ・xv

｢３０．３チャレンジ」（中1～3年：３０分程度の運動を週3回行う）

.「キッズ＆ジュニアわんぱくランキング」（ＩＣＴを活用し，手軽にできる運

動の記録の登録・ランキング判定ができるシステムを活用した運動習'慣確立

の取組み）を実施します。

･体力向上の取組みや成果が顕著な個人・学校を顕彰します。

③④運動機会の提供

･総合型地域スポーツクラブや学童保育などの関係機関・団体と連携し１放課

後や休日に運動できる機会を提供します。

｡放課後や休日に行われる運動・スポーツの情報を提供し,参加を促進します。

･昔あそびやニュースポーツなどの手軽にできる運動が体験できるイベントを

実施し，運動に親しむ機会を提供します。

至1１連目標一
①すべての公立小中学校で，実態把握をもとにした運動習慣形成への取組みが実

施される。

②徒歩通学者（部分的に徒歩通学で徒歩距離が伸長した者を含む）が増える。

③④放課後や休日に，運動を実施したり，運動・スポーツ行事に参加した児童生

徒が増える。



しllllll鰯llllHi望ましし ､生活習慣の形３

学校におけるアクション

①児童生徒の実態を把握し課題を明確にした上で生活リズム形成に向【ﾅた

｢規則正しい睡眠・食事の定着」「肥満傾向児の出現率の減少」の取組みを継

続的に実施します。

②学校行事（参観日家庭訪問，保護者面談）等の機会をとおして，保護者に

望ましい運動・生活習慣形成の重要性について理解を深めてもらうとともに

協力を要請します。

県教育委員会のサポート

①児童生徒の実態の把握と生活リズムの形成

.「食習慣」「生活習慣」の調査を継続的に実施し，集計と分析を行います。

｡各校の規則正しい睡眠（早寝・早起き）や規則正しい食事（特に朝食の摂取）

の定着に向けた取組みにおいて，’情報提供や指導を行います。

.「肥満の健康管理システム」により，県医師会や大学と連携した健康管理を

行います。

･学校の要請に応じて健康相談や食事相談を行う専門家を派遣します，

③大人（教職員・保護者・県民）への啓発

･広報紙やＨＰをとおして，望ましい運動習慣。生活習慣の形成に向けた取組

みを広報し、理解と協力を求めます。

到達目標

①すべての公立小中学校で，実態把握をもとにした生活リズム形成の取組みが実

施される。

②すべての公立小中学校で，学校と家庭が一体となって望ましい運動習慣。生活

習慣の形成に向けた取組みが実施される。

４

学校におけるアクション

①児童生徒の実態を把握し，課題を明確にした上で生活リズム形成に向【ﾅた

｢規則正しい睡眠・食事の定着」「肥満傾向児の出現率の減少」の取組みを継

続的に実施します。

②学校行事（参観日，家庭訪問保護者面談）等の機会をとおして，保護者に

望ましい運動・生活習慣形成の重要性について理解を深めてもらうとともに，

協力を要請します。

lIllll
県教育委員会のサポート

①児童生徒の実態の把握と生活リズムの形成

.「食習'１賀」「生活習慣」の調査を継続的に実施し，集計と分析を行います。

｡各校の規則正しい睡眠（早寝・早起き）や規貝Ｉ正しい食事（特に朝食の摂取）

の定着に向けた取組みにおいて，情報提供や指導を行います。

.「肥満の健康管理システム」により，県医師会や大学と連携した健康管理を

行います。

･学校の要請に応じて健康相談や食事相談を行う専門家を派遣します。

③大人（教職員・保誕者・県民）への啓発

･広報紙やＨＰをとおして，望ましい運動習慣。生活習慣の形成に向けた取組

みを広報し，理解と協力を求めます。

到達目標

①すべての公立小中学校で，実態把握をもとにした生活リズム形成の取組みが実

施される。

②すべての公立小中学校で，学校と家庭が一体となって望ましい運動習慣。生活

習慣の形成に向けた取組みが実施される。



【資料】平成２２年度全国体力・運動能力、運動習'償等調査における徳島県の結果について
■体力に関する調査結果（公立学校のみ）

新体刀テストのJlZ均値（小学５年生・''１学２年生）

小学校 ソブトボ llIﾘHi合計５０ｍ胆 立ち及復 20mシヤトルラン握尤 上体 長座

Wiとび －ル投げ横とび体前屈i妃こＬ

５年生 し劇）(秒】 に111） (ｍ】(回１(kIz） (回】 (０ｍ】 (回】

9．５１１１．１９．３２１２５．４１１５２．１５男}県ｌ］６．８５１１７．９２１３２．５１１３９．３９ 1２８７

９．３８１］５３．４４１２５．２６１５４．３６５１．２９÷ｌ全国’1６．９１１１９．２８１３２．５６１４１．４７

９７５１１４３５０１１５－００１５３．３０3４．２９女Ｉ県’１６．２３１１７．０２１３６．３２１３７．５７

９６５１１４５２０１ル１５８１５'1．８９3９．６５子ｌ全国’１６．３７１７．７４３６．７１３９．１７

中学校 ｲﾄﾄ点合･計５０ｍ定 立ち ハンドボ上体 長座 反掴 持久正握丈 20ｍシヤ

幅とび －ル投げ体前屈 横とび ﾄルラン記こし ￣

２年生 LlAi）(回） (秒） (秒） (ｃ、】 (、】(kjz） (回】 に、） 【回］

男｜県３０．４３１２５．１１１４１．４０１５０．１９１‘1１３．０７１７９．１９１８．０８１９２．３８１２０．６６１‘１０．２６

子｜全国’２９．７０１２６．９８１４３．０８１５１．０４１３９５．４６１８４．４９１８．０４１１９５．３７１２１．２３１１１．７］

女ｌ県１２４．３９１２０．６４１４３．９６１''３．５７１３１．１．５４１５０．３８１８．９９１１６２．８］ｌ］２．８６１４５．６７

子ｌ全国１２３．８８１２２．３３１４４．５９１４４．９７１２９４．７７１５６．．１５１８．９０１】６６．６３１１３．２９１４８．１４

○実技に関する調査全体について

、小学校では，男女のソフトボール投げが全国平均を上回っているが，他の種目は，全圃』1と均を下ｌｉ１ｌって

いる。

．中学校では，男女の握力が全国平均を上[口1っているが，他の種目は，全国平均を下回っている。

■運動習慣などの調査結果（公立学校のみ）

○小学校

・運動部所属率は，全国平均とほとんど差がない。

・運動実施状況について，「毎日実施する」が，男女とも全国平均より高い。また，１日の連動時|Ｍ１では，

「２時間以上実施する」が，男女とも全国平均より高い。

．１日の睡眠時間については，「６－７時間」が，男女とも全国平均より高い。

．±．日曜日の運動実施の「平均時間」は，男子が約３時間，女子が約２．５時間程度で，１J暇11の女

子の実施時間以外は，全国平均より短い。

．「地域の運動行事に参加していない」が，男女とも全国平均より高い。

、家の人と「運動する回数」や「スポーツを見る回数｣，「運動の話をする|可数」は，『週に１１ril以上』が
男女とも全国平均より高い。

.「運動が得意」と答えた男子の割合は，全国平均より低い。

.「運動をもっとしたい」とする割合は，男女とも全国平均より低い。

○中学校

・運動部所属率は，女子が全国平均より低い。

、運動実施状況について，「運動をしない」女子の割合が，全国平均より高い。

・lL1の運動時間で，「２時間以上実施する」男子が令国､ＩＬ均より高い。また，「３０分求満」の女子が
全国平均より高い。

．「睡眠時間」は，『６時間未満』が，男女とも全国平均より高い。

.「運動部に入った動機」では，『友達から誘われたから』が，ムア･で全鬮平均より高く，『自分から進ん
で』は，男女とも全国平均より低い。
．「始業前』に運動する生徒は，男女とも全国平均より少ないが，「放課後運動時間』は，男女とも全国
平均より長い。

．±・日曜日の運動実施の「月４１口]」の割合は，男女とも会同､ljz均より高いが，「､F均時間」は，約３時
間で全国平均より短い。

．「地域の運動行事に参加していない」が，男女とも全国平均より高い。

、家の人と「運動する同数」や「スポーツを見る回数｣，「運動の話をする[LlI数」は，『週に１回以上｣|が
男女とも全国平均よりやや高い。

．「運動が好き」「運動が得意」「運動をもっとしたい」と答えた生徒の窯'1合は，Ｚ女とも全国平均より低
い、
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子どもの体力・運動能力向上対策委員会

委員長藤田雅文

副委員長田中弘之

副委員長佐藤充宏

副委員長佐竹昌之

藤田雅文（鳴門教育大学准教授）

田中弘之（鳴門教育大学教授）

佐藤充宏（徳島大学教授）

佐竹昌之（徳島大学准教授）

鎌谷浩司（徳島県ＰＴＡ連合会副会長）

元木啓之（徳島市助任小学校教諭・小学校体育連盟）

薮内純一郎（徳島市徳島中学校教諭・中学校体育連盟）

丸岡俊司（県民スポーツ課長）

佐野義行（徳島県教育委員会体育健康課長）

高原清秀（徳島県教育委員会体育健康課学校体育・体力向上担当班長）

松田雄史（徳島県教育委員会体育健康課学校体育・体力向上担当指導主事）

湯浅成昭（徳島県教育委員会体育健康課学校体育・体力向上担当指導主事）

梅本裕子（徳島県教育委員会体育健康課学校体育・体力向上担当指導主事）
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